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要  旨

1） 技術研究所　建築技術開発部
2） ICT 推進室　BIM/CIM グループ

BIM を用いた統合施工管理システムの開発（その２）
－システムの適用工種拡大－
長澤 新治 1), 清田 茂晃 2), 靏見 淳也 1)

Shinji Nagasawa 1), Shigeaki Kiyota 2) and Junya Tsurumi 1)

Development of Integrated Construction Management System Using BIM Part 2:
Expansion of Applicable Construction Types of the System

　2024 年に建設業においても施行される労働時間の上限
規制など、建設業を取り巻く環境は大きな転換期を迎え、
建設現場における生産性の向上は必要不可欠な取り組み
である。このような時代の動きに対応すべく、当社では
施工管理における生産性向上を目的として、工事関係者
全員に対して工事情報の見える化を可能とする「五洋建
設 統 合 施 工 管 理 シ ス テ ム：PiCOMS( ピ ー コ ム ス：
Penta-Ocean Integrated Construction Management System)」
を開発した。前報 1) 以降、PiCOMS の適用できる工種を拡
大するため、鉄骨工事に対応した「PiCOMS-S」、および、
杭工事に対応した「PiCOMS-Pile」をそれぞれ開発し、複
数の現場に導入した。実際の運用検証の結果、施工管理
における生産性向上に効果があることを確認した。

図 -4　BIM モデルによる鉄骨工事の進捗表示

図 -9　杭打設の 2D 進捗管理画面図 -5　PCa 外壁板工事の進捗状況の見える化
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図 -8　展示実験免震棟における省エネ率の推移

技術研究所展示実験棟の省エネ化
－省エネ化改修概要と省エネ技術の運用結果－

Energy Saving of the Technical laboratory Exhibition and Experiment Building:
Outline of Energy-Saving Renovation and Operation Results of Energy-Saving 
Technology

小座野 貴弘 1), 塚本 隆史 1)

Takahiro Ozano 1) and Takashi Tsukamoto 1)

　気候変動の問題解決に向け、2050 年カーボンニュート
ラル化宣言を契機に多くの企業が脱炭素経営に舵を切り
始めている。その中で建物の建設や運用に伴い排出され
る年間の CO2 量は、国内全体の 3 割近くを占めているこ
とから建物省エネ化のニーズが高まり、今後一層の省エ
ネ化対応要求が強まると考える当社では、省エネ設計技
術の高度化を目的として自社施設を中心に各種省エネ技
術を導入し省エネ効果把握に努めている。その一環とし
て 2019 年技術研究所内の展示実験棟に省エネ技術を導入

した改修を行った。2年間の運用中にBEMSに蓄積したデー
タ分析を行った結果、導入技術により想定した省エネ効
果を発揮しているもの、今後の運用で更なる効果が期待
できるものなど各技術の特性把握ができた。また当該建
物は、計画時と同程度もしくは上回る高い省エネ性能を
有していることも確認した。今後も省エネ技術の効果検
証を継続し、検証結果をもとに建物の省エネ化提案・設
計に活かしていくとともに、より効果的な技術となるよ
う研究開発に力を注いでいく。
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図 -2　省エネ技術導入 図 -3　井水を積極的に利用している空調システム
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